
【
ヤ
ッ
テ
マ
レ

ヤ
ッ
テ
マ
レ

ー
」
の
掛
け
声勇
ま
し
く
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「鬼が来た」堂々の運行 

わ・五所川原会のメンバーも「すごい」「大きい」 

旧口ータリーでは、 3 台の立倭武多が顔を合わせる 

今
年
の
立
倭
武
多
は
「北
の
守

護
神
」
 

五
所
川
原
立
依
武
多
開
催
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本
市
最
大
の
夏
ま
つ
り
五
所
川
原
立

侵
武
多
が
八
月
四
日
に
開
幕
し
八
日
ま

で
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

初
日
の
四
日
に
は
、
木
村
県
知
事
が

参
加
し
た
ほ
か
歌
手
の
吉
幾
三
さ
ん
が

自
作
し
た
歌
「
立
侵
武
多
」
を
運
行
コ
 

ー
ス
内
三
カ
所
で
披
露
し
ま
し
た
。
吉

さ
ん
は
、
翌
五
日
も
 
「ヤ
ッ
テ
マ
レ
ヤ

ッ
テ
マ
レ

ー
」
と
立
侵
武
多
を
歌
い
見
 
 

て
い
る
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
 

今
年
は
、
下
平
井
町
町
内
会

（
牛若

丸
と
弁
慶
）
、
五
所
川
原
第

一
高
等
学

校

（
項
羽
の
馬
投
げ
）
、
田
町

・
栄
町

町
内
会
（
三
国
志
・
関
羽
）
、誠
和
曾
 

（
決戦
川
中
島
）
、
三
振
り
会

（
碁盤
忠

信
）
の
五
台
の
ね
ぷ
た
と
烏
森
町
内
会
 

（
恵比
寿
さ
ま
・
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
）
、
 

五
所
川
原
小
学
校
（
五
小
竜
大
天
ヘ

・
 
 高

さ
十
メ
ー
ト
ル
」
、五
所
川
原
高
等

学
校
（
大
黒
天
・
高
さ
十
四
メ
ー
ト
ル
）
、
 

さ
か
え
立
侵
武
多
愛
好
会

（北
天
飛
龍

義
経
渡
海

・
高
さ十
八
メ
ー
ト
ル
）
の

四
台
の
ミ
ニ
立
侵
武
多
が
運
行
さ
れ
ま

し
た
。
 

そ
ろ
い
の
は
ん
て
ん
に
身
を
包
ん
だ

市
内
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
立
侵
武
多
応

援
隊
の
踊
り
に
引
き
続
き
、
高
さ
二
十

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
立
侵
武
多
が
姿
を
 
 

現
す
と
沿
道
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

や
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
首
都
圏
に
在
住
す
る
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
で
構
成
し
て
い
る
 
 

「わ

・
五
所
川
原
会
」
（
花
田潔
会
長
）
 

の
メ
ン
バ
ー
も
見
物
に
来
て
い
て
初
め

て
動
く
立
佼
武
多
を
興
奮
気
味
に
見
て

い
ま
し
た
。
 

太鼓をたたくのは楽しいよ 
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,
 

 

「よ
5
し

！
ヤ
ッ
テ
マ
レ
立
侵
武
多
会
」
結
成
 

吉
幾
三
さ
ん
の
前
で

踊
っ
た
中
学
生
 

  

立
倭
武
多
運
行
前
と
運
行
後
 

5

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
5
 

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
大
活
躍
 

黒
鯉
の
稚
魚
五
万
匹
放
流
 

《

I
"
 

漁
業
協
同
組
合
 

夏
休
み
わ
ん
ば
く
『食
旨
農
』
体
験
塾
 

県
知
事
、
市
長
と
一
緒
に

イ
モ
掘
り
体
験
 

「
ス
ゲ
ェ
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
 

「チ
ョ
ー
達
成
感
」
終
わ
っ
た
直
後
、
 

中
学
生
か
ら
出
た
言
葉
で
す
。
 

吉
幾
三
さ
ん
の
前
で
総
勢
二
十
名
で

踊
っ
た
彼
ら
は
、
「よ
、
し
ー
ヤ
ッ
テ

マ
レ
立
侵
武
多
会
」
（
長
内幸
子
会
長
）
。
 

歌
手
の
原
か
お
り
さ
ん
に
振
り
付
け

を
お
願
い
し
、
た
っ
た
六
日
間
練
習
し

本
番
に
臨
み
、
観
客
の
掛
け
声
や
手
拍

子
を
バ
ネ
に
し
、
路
上
ス
テ
ー
ジ
で
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
 

終
わ
っ
た
後
、
彼
ら
は
汗
を
拭
き
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が

「来
年
も
が
ん
ば
ろ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
八
日
、
五
所
川
原
郵
便
局

年
金
友
の
会

（
田沢
多
一
会
長
）
に
よ

る
五
所
川
原
駅
前
か
ら
乾
橋
ま
で
の
道

路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
会
員
や
郵

便
局
職
員
約
五
十
名
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

昨
年
は
、
十
月
に
道
路
清
掃
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
き
れ
い
な
街
で

立
候
武
多
を
見
て
も
ら
お
う
と
ま
つ
り

前
に
行
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

会
員
ら
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
ご
み
を
ひ
と
つ
づ
つ
丁
寧
に
拾
い
集

め
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
お
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
っ
た
道

路
の
ご
み
を
五
日
か
ら
九
日
ま
で
、
朝

早
く
に
商
工
会
議
所
女
性
会

（原
芳
江

会
長
）
会
員
な
ど
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
団
体
や
知
的
障
害
者
授
産
施
設
八
晃

園

（
寺
田和
子
園
長
）
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
ご
み
を
片
付
け
、
街
を
き
れ
い
に

し
て
い
ま
し
た
。
 

⑥
そ
の
他
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
名
 

・

五
所
川
原
市
勤
労
協
連
合
会

葛
西
 
明
会
長
 

・

五
所
川
原
市
連
合
婦
人
会
 

高
満
タ
力
会
長
 

・

日
本
赤
十
字
奉
仕
団
五
所
川
原
分
団

松
橋
キ
サ
分
団
長
 

・

交
通
安
全
母
の
会
 
宮
崎
妙
子
会
長
 

・

五
所
川
原
婦
人
会
 
葛
原
み
ち
会
長
 

・

つ
が
る
工
房
 
菊
池
久

子
分
場
長

み
な
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
八
日
、
旧
十
川
漁
業
協
同

組
合

（原
田
市
太
郎
組
合
長
）
は
旧
十

川
と
飯
詰
川
、
松
野
木
川
、
金
木
川
、
 

小
田
川
に
黒
鯉
の
稚
魚
五
万
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。
 

組
合
員
は
、
川
の
中
に
入
り
体
長
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
稚
魚
を
各
放
流
場

所
で
手
際
よ
く
放
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

原
田
組
合
長
は
、
「
組合
で
は
環
境

保
護
の
目
的
で
四
十
年
前
か
ら
取
り
組

み
川
の
水
生
生
物
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま

し
た

0
放
流
し
た
稚
魚
も
立
派
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

県
と
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
 

「夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
『
食
』
『農
』
体
験

塾
」
が
八
月
三
日
、
楚
珠
少
年
自
然
の

家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

体
験
塾
は
、
県
内
の
子
ど
も
を
対
象

に
農
作
業
の
体
験
を
通
じ
て
農
業
の
大

切
さ
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
夏
休
み
を
利
用
し
今
年
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
 

児
童
た
ち
は
、
木
村
県
知
事
や
成
田

市
長
と
一
緒
に
市
内
高
野
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
畑
で
イ
モ
掘
り
に
挑
戦
。
大
き
く
育

っ
た
イ
モ
を
次
々
に
掘
り
起
こ
し
、
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
 

五所川原郵便局年金友の会 

ボランティアに参加した八晃園の皆さん 



犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
 

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
の
手
助
け
 

5
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
5
 

五
ニ
中
・
東
高
校
生
徒
須
恵
器
発
掘
体
験
 

狼
野
長
根
公
園
内
の
隠
川
（1
)
 

遺
跡
の
須
恵
器
窯
跡
 

グ
ラ
ン
プ
リ
カ
ッ
プ

平
成
1
3年
度
 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
 

（ホ
ー
プズ

・カ
ブ
・
バ
ン
ビの
部
）
出場
報
告
 

、
 
一
 

一
 

前
列
左
か
ら
成
田
花
音
さ
ん
、
平
 
小
林
礼
佳
さ
ん

（左
か
ら

2
番

山
春
香
さ
ん
、
平
山
真
希
く
ん
と
 
目
）
と
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
 

4
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七
月
二
十
七
日
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
を
テ

ー
 

マ
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
」
を
開
催
、
千
人
を
超

え
る
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
の

手
助
け
な
ど
を
す
る
運
動
で
今
年
、
五
十
一
回
目
を
数
え
ま
す
。
 

実
行
委
員
長
代
理
の
岩
見
助
役
が

「子
ど
も
も
大
人
も
生
き
生
き

と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
黒
石
八
郎
さ
ん

が
 
「笑
い
は
心
豊
か
に
す
る
」
 
と題
し
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
ユ

ー
 

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
に
大
笑
い
し
な
が
ら
も
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

い
て
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
松
島
獅
子
舞
ク
ラ
ブ
な

ど
の
演
技
に
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

狼
野
長
根
公
園
内
の
隠
川
（
1
）
遺跡
の
須
恵
器
窯
跡
発
掘
調
査
作

業
が
七
月
二
十
三
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

須
恵
器
窯
は
登
り
窯
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
斜
面
に
幅
約
二

m、
 

長
さ
約
七

mを
掘
り
込
ん
で
、
そ
の
上
に
天
井
を
か
け
て
、
長
い
ド
 

ー
ム
状
に
し
て
、
そ
の
中
に
須
恵
器
を
入
れ
、
焼
き
上
げ
ま
す
。
 

二
十
五
日
は
、
五
所
川
原
第
二
中
学
校
三
年
生
五
十
一
人
、
二
十

六
日
は
五
所
川
原
東
高
校
二
十
三
人
が
参
加
し
体
験
学
習
し
ま
し
た
。
 

生
徒
た
ち
は
移
植
ご
て
、
竹
べ
ら
で
堆
積
し
た
土
を
薄
く
は
ぐ
よ

う
に
堀
り
進
め
て
は
、
千
百
年
前
の
ロ
マ
ン
に
目
を
細
め
心
地
よ
い

汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。
 

市
教
委
で
は
「
今
回
の
調
査
で
須
恵
器
生
産
の
操
業
開
始
時
期
を

解
明
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

九
月
七
、
九
日
に
神
戸
市
で
行
わ
れ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
カ
ッ
プ

・
全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ホー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）
に青
森

県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
五
所
川
原
卓
球
ク
ラ
ブ
の
平
山
真
希

く
ん

（南
小
三
年
）
、成
田
花
音
さ
ん

（
同二
年
）
、平
山
春
香
g
ん
 

（
同
一年
）
が
八
月
三
日
に
、
小
林
礼
佳
さ
ん

（
羽
野
木
沢小
四
年
）
 

が
七
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
小
学
生
等
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
三
名
を
代
表
し
て

平
山
真
希
く
ん
が

「
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
ま
た
、
 

小
林
さ
ん
は
、
「
全国
大
会
で
一
勝
は
し
た
い
で
す
ね
」
と
誓
っ
て

い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
に

「皆
さ
ん
は
五
所
川
原
の
誇

り
で
す
。
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
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第 

3 
回 

熱
戦
を
繰
り
広
げ
立
侵
武
多
見
学
 

束
日
本
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
五
所
川
原
大
会
 

八
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間
、
菊
ケ

丘
運
動
公
園
で
東
日
本
親
善
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
五
所
川
原
大
会
が
開
催
さ

れ
、
群
馬
、
富
山
県
な
ど
か
ら
四
百
五

十
人
が
参
加
し
白
熱
し
た
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
「
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
」
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
競
技
人
口
は
、
い
ま
や
十
一

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

夏
ま
つ
り
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た
同

大
会
で
は
、
参
加
者
が
日
頃
鍛
え
た
腕

前
を
披
露
し
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
ホ
 

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
狙
い
な
が
ら
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
参
加
者
は

交
流
会
終
了
後
、
立
侯
武
多
を
見
学
し

そ
の
威
容
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
 

1．ごみの不法投棄は・・・ 

ごみの不法投棄は大きく 2つに分けられます。1つ目は最近、ニユースなどで取り上けられている産

業廃棄物の不法投棄、 2つ目は河川や山林などへの一般家庭や会社・事業所から捨てられたと思われる

一般廃棄物の不法投棄に分けられます。 

今回、問題として取り上げる一般廃棄物の不法投棄は、年々増加傾向にあります。産業廃棄物の不法

投棄と比べると、 1人が捨てるごみの量は微々たるものですが、河川や山林など数力所で不特定多数の

人が捨てたと思われる悪質なごみの不法投棄が大量に発見されています。 

ごみの不法投棄は美観を損なうだけでなく、周辺環境への悪影響・地球環境の破壊へと繋がり、大き

な社会問題になっています。 

2．不法投棄の現状 

  

市内の某地区の山林において、沢沿いに約 4 血にわ

たって、車で乗りつけて道路上から沢に投げ入れられ

たと見られる悪質な不法投棄が確認されました。 

不法投棄されているごみの内容は燃やせるごみ・燃

やせないごみ、家電製品、じゆうたん、タイヤ、自転

車、バイク、農機具などが多く、今後は家電リサイク

ル 4 品目の増加が懸念されます。 

3.不法投棄防止対策 

  

現在不法投棄されているごみは、今後とも詳しい調査を行い人物を特定し、本人に撤去を指導する方

針です。また、悪質な不法投棄に対しては、警察や県・国の機関と連携を図り、不法投棄に対するパト

ロールなどを強化し、徹底した取締りを行う方針です。 

不法投棄を防止するには、一人ひとりの環境に対する意識の向上が求められています。「みんなが捨て

ているから」ではいけません。日頃から環境に関心を持ち、ごみの不法投棄をさせない住み良い環境を造

りましょう。また、ごみの不法投棄を目撃した場合は車のナンバー等をご通報下さるようお願いします。 

4.不法投棄に対する罰則 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条」何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。 

第16条の規定に違反しごみを投棄した場合は、 5年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金が科され 

ます。さらに法人等がごみを不法に投棄した場合は、その法人に対して1億円以下の罰金が科されます。 

お問い合わせ：不法投棄の通報は 環境対策課 内線231・ 223 

5 	平成13年 8月15日 
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9fi9B旧フは五所ノli/Mi方議会議買 
- rn-,選挙の設票日です0 

＝投票時間は午前7時から午後8時までです。＝二 

五所川原市では、「投票所入場券」を発行いたしておりますので、不在者投票をされる場合や、選挙当

日、投票所で投票される場合は、自分の「投票所入場券」を持参してください。なお、「投票所入場券」 

がなくても投票できますので係員に申し出て下さい。 

投票できる方は次のとおりです。 

※年齢要件 昭和56年 9月10日以前に生まれた方。 

※住所要件 平成13年 6月1日以前に住民基本台帳に登録され、引き続き居住している方。 

※市内転居者 平成13年 8月19日以前に転居した方は、新しい住所の投票所です。 

平成13年 8月20日以後に転居した方は、前住所の投票所です。 

不在者投票 

◆該当する方 

投票当日、不在者投票事由（仕事、旅行、入院、出産予定等）のいずれかに該当すると見込まれる方。 

◆不在者投票のできる期間 

平成13年 9 月 2 日（日）から平成13年 9 月 8日出まで 

◆不在者投票のできる場所及び時間 

①五所川原市役所 5階会議室】午前 8時30分から午後 8時まで 

②出張、旅行などで滞在する市町村の選挙管理委員会 

●滞在する市町村において選挙が行われている場合 

午前 8時30分から午後 8時（異なる時刻を定めている場合があります）まで 

~ ●滞在する市町村で選挙が行われていない場合 

、 	執務時間内 

③都道府県選挙管理委員会の指定する病院、老人ホーム等】午前 8時30分から午後 5時まで 

※出張、旅行などで滞在する市町村等で不在者投票をされる方は、早目に投票用紙等の請求をしてくだ 

さし 、o 

郵便による不在者投票 麟難麟灘柳瞬鱗難難難麟鵬鵬麟麟麟響難瞬舞麟・舞ミIミ編麟麟織響鷲難難難麟

体が不自由で、投票所へ行くことができない人に、郵便による不在者投票制度があります。 

(1）郵便による不在者投票ができる人 

①身体障害者手帳を持っていて、次の(-i') () ひりの人。 

G）両下肢若しくは体幹の障害若しくは移動機能の障害が一級・二級 

回 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸及び小腸の障害が一級・三級 

ひり 両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当することを県知事等が証明した人 

②戦傷病者手帳を持っていて、次の(,()同ひりの人。 

(-ii
）両下肢若しくは体幹の障害が特別項症から第二項症まで 

⑩ 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸及び小腸の障害が特別項症から第三項症まで 

ひり 両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当することを県知事が証明した人 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 8月15日 6 
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室

後
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募
集
 

火災・・叱急ニiョI概況 

五所川原消防署管内7月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 3 16 92 691 1 19 
平成12年 2 17 103 644 3 14 
比 	較 打

  
1 -11 +47 -2 +5 

平成12年度統一標語 

火をつけた あなたの責任最後まで 

間合せ五所川原地区消防事務組合消防本部合35-20 19  （内線23) 

図
書

館
 
公
（

3
4)
4
3
3
4
 

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
ロ
座
振

替
を
利
用
す
れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
預
金

口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
ま
す
。
忙
し
く
て
な
か
な
か
金

融
機
関
に
行
け
な
か
っ
た
り
、
納
め
忘

れ
が
ち
な
方
に
も
大
変
便
利
で
す
。
 

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機
関

又
は
郵
便
局
に
 

L
 
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
 

乙
 
預
金
通
帳
 

＆
 
通
帳
の
届
出
印
 

を
持
参
す
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
お
申
し
込
み
は
年
金
係
窓
口
 

国
保
年
金
課
 
内
線2
1
1
5
21
3
 

国
民
年
金
 

ロ
座
振
替
の
こ

案
内
 

生
活
や
趣
味
と
し
て
覚
え
て
み
た
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

◇
対
象
 
五
所
川
原
市
内
に
住
所
の
あ

る
人
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

◇
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し
、材
料
費

は
本
人
負
担
）
 

◇
期
間
 
後
期
9
月
4
日
因
、
1
1月
8
 

日
困
ま
で
 
全
1
0回
（
毎
週
1
回
）
 

◇
時
間
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
頃
ま
で

◇
申
込
締
切
 
各
教
室
と
も
先
着
順
で

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
中
途
参
加

も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

◇
募
集
内
容
 

と
推
進
員
も
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

曜日 教室の種類 定員 回数 

火
  

陶 	芸 15 10 
茶 	道 15 10 
はがき絵 15 10 

水 手芸教室 15 10 

木
  

着 付 け 15 10 
筆ペン字 15 10 
いけばな 15 10 
組みひも 15 10 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 
「五
所
川
 

原
お
は
な
し
“
ぽ
ぽ
ん
た
）
」
によ
る
お
 

は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

〇
9
月
1
日
田
 

1
4時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「友
だ
ち
」
 

※
1
人
に
つ
き
3
種
類

（
各
曜
日1
つ
）
 

ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過

去
に
終
了
し
た
方
も
受
講
で
き
ま
す
。
 

手
芸
教
室
は
、
棒
針
の
基
礎
か
ら
編

み
方
、
計
算
割
り
出
し
の
仕
方
を
初

心
者
向
け
に
指
導
し
ま
す
。
 

(2）郵便による不在者投票の方法 

「郵便投票証明書」の請求は、市の選挙管理委員会へ身体障害者手帳、戦傷病者手帳または県知事等

の証明した書類と自分で署名した「郵便投票証明書交付申請書」を提出します。申し込みは郵送でも代

理の人でもかまいません。提出書類を確認し、「郵便投票証明書」をさしあげます。 

(3）投票用紙等の請求 

「郵便投票証明書」と自分で署名した投票用紙等請求書を、市の選挙管理委員会へ提出してください。 

提出は代理の人でも郵送でも結構です。投票用紙等請求書の提出期限は、 9 月 5 日困までとなります。 

（投票用紙等の請求書は市の選挙管理委員会にあります） 

(4）投票用紙の交付を受ける 

投票用紙等は、市の選挙管理委員会からご本人へ郵送いたします。 

(5）投票して郵送する 

投票は自宅で投票用紙に記載し、所定の封筒に入れて封をしたあと署名し、選挙管理委員会で用意し 

た返信用封筒で郵送することになります。（投票用紙は、郵送以外で送ることはできません。） 

選挙会（開票）日時と場所 麟卿豊糾畔麟無奪 
	

織‘ 

◆日時】平成13年 9 月 9 日（日） 午後 9 時20分 ◆場所】五所川原市民体育館 

その他選挙について詳しいことは、選挙管理委員会事務局（内線491 -493）へお問い合わせください。 
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家
族
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楽
し
む
会
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月
 

中
央
公
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館
 
費
（3
5)6
0
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お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と

楽
し
む
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
 

参
加
者
募
集
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つ
ら
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女
性
課
 

内
線

2
3
4

・
2
3
6
 

妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の

方
、
興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
。
 

※
お
子
様
づ
れ
の
方
で
も
大
丈
夫
。
託

児
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

〇
8
月
2
9日
困
 
1
8時
3
0分

、
2
0時

働
く
婦
人
の
家
・
保
健セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ふ
ろ
に
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
、
簡
単
に
で
き
る
お

ふ
ろ
の
入
れ
方
体
験

、
 

◇
講
師
 
福
士
助
産
所
 

所
長
 
福
士
 
レ
イ
子
先
生

◇
料
金
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
開
催
日
前
日
ま
で
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保健
協
議
会
 

今
月
は
、
日
本
絵
本
大
賞
受
賞
作
を

ア
ニ
メ
映
画
化
し
た
作
品
、
い
じ
め
と

向
か
い
合
う
少
年
の
心
の
葛
藤
を
リ
ア

ル
に
描
き
出
し
た
『
し
ら
ん
ぷ
り
』
と
、
 

恒
例
の
『
日
本
昔
ば
な
し
』
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

〇
8
月
2
5日
田
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
2
階
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
『
しら
ん
ぷ
り
』
、『日
本
昔
ば

な
し
』
よ
り
「
雷
と
悪
者
」
「安
珍
清

姫
」
「か
み
そ
り
狐
」
「佐
吉
舟
」
ほ
か

◇
会
費
 
無
 
料
 

青森県総合福祉センター 

なつどまり「希望の家」からのお知らせ 

●〇〇0〇 
家庭の子育ての中で、何らかの助けが必

要と思われる就学前のお子さんとお母さん

に対して、遊びを通して、相談やアドバイス等

を行います。 

お子さんと一緒に参加してみませんか。 

◆日時 	9 月6 日（木） 9:30~ 15:00 
◆対象 就学前の幼児と保護者10組程度

◆会場 五所川原市保健センター 

◆内容 リズム体操、親子体操、バランス運

動、サーキット運動製作（簡単に 

できるおもちゃづくり） 

◆費用 
昼食代】1人 500円尋

◆申込締切 

8月23日（木） 

申込先 はつらつ女性課内線234・236 
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に
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困
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。
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が
。
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。
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ど
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熱
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憶
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。
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。
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。
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。
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触
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か
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を
説
明
し
、
あ

え
て
処
方
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
こ
の
お
薬
の
お
か
げ
で
大

人
の
水
痘
も
重
症
化
す
る
こ
と
な
く
治

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

水
痘
は
伝
染
力
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど

の
大
人
は
す
で
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
あ
る
調
査
に
よ
る

と
成
人
で
の
水
痘
抗
体
陽
性
率
は
9
8%
 

と
さ
れ
て
お
り
、
水
痘
の
既
往
に自
信

が
な
い
人
で
も
血
液
検
査
を
し
て
み
る

と
8
0％
は
免
疫
を
も
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
も
っ
と
も
私
も
水
痘
に
か
か

っ
た
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
お
母
さ
ん

が
後
日
水
痘
に
か
か
っ
た
と
い
う
話
を

こ
れ
ま
で
耳
に
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

水
 
痘
 
（
み
ず

ぼ
う
そ
う
）
 

5
健
康
な
子

供
が
羅
る
ぶ

ん
に
は

軽
傷
5
 

p 

.
 



交
通
安
全
協
会
長
杯
争
奪

第
9
回
西
北
五
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
 

交
歓
大
会
参
加
者
募
集
 

青
松
園
盆
踊
り
大
会
 

青
松
園
 
公
（3
7)
3
1
1
1
 

コ
ー
プ
あ
お
も
り
五
所
川
原
地
域
主
催
 

第
1
0回
 

「親
と
子
の
平
和
展
」
 

容
（3
5)4
3
7
2

岩
木
川
 

容
0
9
0
1
2
6
0
5
1
5
5
0
1
 

●

9
月
2
日
卿
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 

◇
申
込
締
切
 

8
月
2
0日
⑧
 

◇
参
加
料
金
 

一
人
 
1

、
 

 
5
0
0
円
 

◇
申
込
 

五
所
川
原
市
み
ど
り
町
8
1
4
 

ス
ポ
ー
ツ
オ
フ
ィ
ス
 

平
和
な
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
平
和
の
大
切
さ
を
知

り
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

9
月
7
日
岡

・
8
日
田
 

1
0時

、
1
5時
 

水
と
緑
の
小
公
園
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
内
容
 

● 8
月
2
1日
因
 
雨
天
喝
2
2日
卯
 

1
8時

、
2
0時
3
0分
 

青
松
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
滝
栄
会
に
よ
る
、
生
演
奏
で
す
。
 

※
5
人
1
組
で
、
団
体
参
加
者
を
受
け
 

付
け
て
い
ま
す
。
受
け
付
け
は
、
1
9
 

時
1
0分
ま
で
。
電
話
で
の
受
け
付
け
 

は
、
 一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

平
成
1
3年
度
 

高
楯
城
主
従
烈
士
並
び
に

飯
詰
地
区
戦
没
者
合
同
招

魂
慰
霊
祭
開
催
 

●

8
月
1
6日
困
 
1
1時

、
 

飯
詰
高
楯
城
 
資
料
館
 

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
 

倶
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
 

合
（3
5)1
3
0
5
尾
崎
 

明
治
大
学
了
ノ
ド
リ
ン
倶
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト
を
西
北
五
地
域
で
初
め
て
開
催

し
ま
す
。
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
古
賀
政
男
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
を

心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
 

●

9
月
5
日
困
 

《
 

・

戦
争
中
の
食
事
再
現

（
麦
入り
大
根
 
開

場
1
7時
3
0分
、
 

め
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
も
ち
、
す
い
と
ん
）
 

開
演
1
8時
3
0分

、
 

・

沖
縄
戦
跡
め
ぐ
り
参
加
者
を
囲
ん
で
 
オ
ル

テ
ン
シ
ア
 

・

長
崎
行
動
参
加
中
学
生
を
囲
ん
で
 

◇
入
場
料
 

2
、
0
0
0円

（
全席
自
由
）
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
 

エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ
ス
 

コ
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
タ
カ
ョ
楽
器
、
 

旬
彩
館
（
商
工
会
館
1
階
）
 

公
（3
5)3
1
1
1
内
線
2
7
9
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

看
護
職
 
3
名
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
4
6年
1
0月
2
日
以
降
に
生
ま
 

れ
、
看
護
婦
（
士）
免
許
を有
す
る
者
 

と
す
る
。
 

◇
採
用
試
験
日
時
及
び
場
所
 

8
月
2
8日
因
 
1
0時
3
0分

、
 

西
北
中
央
病
院
2
階
 
大
会
議
室
 

◇
採
用
予
定
月
日
 

平
成
1
3年
1
0月
1
日
 

◇
試
験
の
方
法
 

作
文
、
面
接
及
び
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
期
限
及
び
間
い
合
わ
せ
 

8
月
2
5日
田
 

※
受
験
申
込
の
提
出
書類
等
、
詳
細
に
 

つ
い
て
は
西
北
中
央病
院
管
理
課
庶
 

務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎

藤
 
清
泉
 

〔
五
所
川
原
短

歌
会

〕
 

昭
和
初
期
八
年
住
み
し
函
館
の
諸
々
の
顕
「
初
夏
の
タ
ぐ
れ
 

北
川
 
要
子

郎
 

虫
壁
画
な
り
ゆ
く
ケ
ア
の
昼
下
ま
「
り
は
や
し
の
笛
の
き
こ
ゆ
る
 

関
 

喜
代

栄
 

挿
木
し
し
白
沈
丁
花
咲
き
染
め
て
賜
ひ
し
人
の
春
待
た
ず
逝
く
 

開
米
 

藤
枝
 

夜
の
闇
に
ま
ぎ
れ
ず
咲
き
し
タ
顔
の
ほ
の
白
き
花
こ
の
夏
も
見
「
 

佐
々
木
ト

シ
エ
 

ア
カ
シ
ア
の
花
の
香
り
に
「
「
ま
れ
て
か
す
む
発
珠
の
裾
野
に
憩
ふ
 

下
 
山
 
サ
 
ト
 

塀
内
に
あ
ふ
る
る
ば
か
り
に
牡
丹
咲
き
香
り
た
だ
よ
ふ
タ
映
え
の
な
か
 

野
呂
 

三
枝
子
 

い
「
の
間
に
運
ば
れ
来
し
か
庭
隅
に
く
み
の
木
育
ち
若
芽
萌
え
出
づ
 

浜
 
山
 
て
 
い
 

松
原
の
茶
見
世
に
寄
り
し
は
る
か
な
る
旅
を
絵
の
こ
と
胸
深
く
秘
む
 

番

場
 
允

映
 

楓
の
露
煙
め
け
り
手
触
る
れ
ば
光
る
粒
々
一
気
に
弾
く
 平

 
山
 
清
 
世
 

病
む
姉
の
行
く
度
ご
と
に
衰
（
て
眼
だ
け
が
大
き
く
吾
を
見
て
を
り
 

山
 
形
 
礼
 
子
 

9 平成13年 8 月15日 	五所川原市役所 公35-2111 
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は
つ
ら
つ
女
性
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
 
は

つ
ら
つ
女
性
課ま
で
。
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 8 月15日 10 

献

血

の
こ

案

内
 

●

8
月
3
0日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

小
曲
農
村
婦
人
の
家
前
 

協
賛
一
五
所川
原
市
赤
十
字
奉仕
団
 

小
曲
分
団
 

●

8
月
3
0日
困
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

白
生
会
胃
腸
病
院
前
 

◇
成
分
献
血
の
日
 

●

9
月
5
日
困
 

9
時
3
0分

、
1
4時
3
0分
 

働
く
婦
人
の
家

・
 

保
健
セ
ン
タ
1
1
階
 

※
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
）」
 

希
望
の
方
は
8
月
3
1日
国
ま
で
に
、
 

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

食
生
活
指
針

（そ
の
2
)
 

1
日
の
食
事
の
 

リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
 

生
活
旦
ス
ム
を
。
 

朝
食
で
い
き
い
き
と
し
た
1
日
を
始

め
ま
し
ょ
う
。
夜
食
や
間
食
は
と
り
す

ぎ
ず
、
自
分
な
り
の
リ
ズ
ム
で
規
則
的

に
食
事
を
す
る
こ
と
が
健
康
的
な
生
活

習
慣
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
 

食
生
活
改
善
推
進
員
会
 

食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
男
性
の
方
、
 

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
料
理
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
い
ざ
と
い
う
時
の
簡

単
レ
シ
ピ
で
す
。
 

●

9
月
1
日
田
 
1
0時

、
1
3時
 

働
く
婦
人
の
家
 
2
階
調
理
室
 

◇
内
容
 
調
理
実
習
と
試
食
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
 

巾
、
手
ふ
き

（
な
い方
に
は
、
お
貸
 

し
し
ま
す
）
 

◇
料
金
 
3
0
0
円
 

（当
日
徴
収
し
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 

8
月
2
4日
岡
 
先
着
2
0名
 

◇
申
込
方
法
 

会
長
 
三
森
 
敬
子
宅
 

云
・
F
A
X
(3
5)4
5
9
3
又
は
、
 

小
児
マ
ヒ
（
ポリ
オ
）
 

予
防
接
種
 

生
後
3
カ
月
か
ら
9
0カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。
6
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
、
2
回
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
1
歳
6
カ
月
ま
で
に
完

了
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

昨
年
又
は
今
ま
で
に
、
1
回
接
種
し

て
い
る
お
子
さ
ん
は
今回
の
日
程
で
2
 

回
目
の
接
種
を
、
初
め
て
の
お
子
さ
ん

は
、
1
回
目
と
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

◇
受
付
時
間
 

1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

◇
接
種
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ンタ

ー
 

◇
注
意
事
項
 

①
下
痢
、
発
熱
、
他
の
予
防
接
種
を
し

て
間
も
な
い
お
子
さ
ん
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
の
う
え
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
（白
色
）
を

記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

④
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
来
ら
れ

た
方
は
、
市
役
所
前
お
ま
つ
り広
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

第
2
回
 
女
性
模
擬
議
会
開
催
 

2
1世
紀
は
、
男
女
が
共
に
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
自
ら
の
意
志
と
選
択

に
基
づ
い
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

男
女
共
同
参
画
の
形
成
の
基
本
理

念
の
ー
つ
と
して
「
政
策
等
の
立
案

及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
そ
の
促
進
に
取
り
組
む

た
め
「
女
性
模
擬
議
会
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
加

し
て
く
だ
さ
る
「
女
性
模
擬
議
員
」
 

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
1月
2
0日
因
 
1
3時
3
0分

、
 

◇
地
区
別
日
程
表
 
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
に
住
所
を
有
す
 

る
女
性
 

◇
募
集
人
員
 
1
3人
 

◇
応
募
方
法
 
次
の
も
の
を
提
出
し
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
職
業
、
略
歴
を
明
記
した

も
の
。
（
様式
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

●

作
文
「
男
女
共
同
参
画
」
 
に関
す

る
こ
と
（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
1
、
2
枚
程
度
）
 

◇
申
込
先
 
は
つ
ら
つ
女
性
課

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
岡
必
着

◇
結
果
発
表
 
1
0月
中
旬
頃
通
知
し

ま
す
。
 

オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ

ジ
 

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

8
月
2
6日
回
 
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
 

※
保
育
所
あ
り
。保
育
希
望
の
方
は
事
 

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
演
題
 

五
世
紀
を
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」
 

◇
講
師
 
吉
武
 
輝
子氏
（
作
家
）
 

◇
主
催
 
青
森
県
男
女
参
画
セ
ン
タ

ー
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
 

地 	区 	別 9 月 

みどり町、飯詰、梅沢 18日因 

松島地区、長橋、毘沙門、 
中川 

19日困 

南小学区、三好、七和 21日金 

五小学区、松島町 26日困 

栄 27日（わ 

女
性
模
擬
議
員

を
募
集
し
ま
す
 

,
 

r
 



あなたも 
作ってみませんか 

◆ 	減塩ポイント 
料理紹介 I一 

～、一◆ー‘簾  戸ーユー 

『減声トマト入りかきたまス かきたまス可 

メ ーーコ，ー 

， 	五所川原市食牛活改善推進昌手 五所川原市食生活改善推進員会 

材 料（4人分） 
トマト 	1 個 

固形スープ・・・1 個 
塩 	lg 
パセリ 	適量 

× 

卵 	2 個 

水 	力ップ 3 
こしょう・・・少々 

1 人分栄養成分 ェネルキ- 5Okcal たんぱく質 3.4g 
脂質 2.9g 食塩 O.9g 

下ごしらえ 
①トマト…熱湯につけて皮をむき、タネを取り除き、 

―口大の乱切りにする。 
②卵 	割りほぐす。 
③パセリ・・・みじん切りにする。 

本こしらえ 
①鍋に水、固形スープを入れ、火にかける。 

②トマトを入れ、ひと煮立ちさせる。 

③塩・こしょうで味を整え、卵を流し入れる。 

④すぐ、火を止め、器によそい、パセリを散らす。 

/ 
①トマトの酸味でうす味でもおいしく

食べられます。（旬のトマトをたっ
ぷりどうぞ。） 

②こしようの辛味は、少ない塩分でも
塩味を強調してくれる作用があり
ます。夏向きのさっぱりしたスープ 

× 
です。ぜひお試し下さい。 	 三森 敬子会長 

救急医療当番医二二 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

8 月19日 口
］
 
 

図済生堂 
増田病院 

五所川原市
新町41 34-2727 

8 月26日 日
  

図俊栄会 
川崎胃腸科内科医院 

五所川原市
敷島町56-1 34-3330 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介”34-4999）で紹介します。 
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健 康 相 談 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内容…病気の相談、心の相談、血圧測定など保健婦 

が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

森の家 8 月24日、旬 10:00--12:00 
桜田集会所 8 月24日金 10:30-12:00 
石田坂公民館 8 月24日金 10:30--12:00 
高野文化センター 8 月29日困 10:00-12:00 

コミュニテイセンター栄 8 月30日困 

〈子供の相談〉 
10:00-12:00 

〈成人の相談〉 
13:00-14:00 

コミュニテイセンター七和 8 月30日困 11:30-13:00 
戸沢公民館 8 月30日困 10:30-12:00 
高瀬集会所 9 月 3 日（月） 11:00-12:30 
コミュニテイセンター長橋 9 月 4 日因 13:00-114:30 
錦町集会所 9 月 6 日困 9 :30-- 12:00 

すくすく健診 
◆場所ー働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分
◆持参するもの…母了‘健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 
健 	診 

1
3
 

 
平

4
 

成月
 
年
れ
 

 

9 月 4 日

因 

小児科診察 
身体計測 
神経芽細胞腫検査セ 
ット配布 
離乳食試食 
育児情報交換等 

1
6
健
 

カ
 
日

”
 

歳
児
診
 

平成12年 

3 月生れ 

9 月25日
因 

小児科・歯科診察 
歯科保健指導 
身体計測 
発達相談等 

3 歳児 
健 	診 

1
0
 

 
平

5
 

成月
 
年
れ
 

 

9 月20日
困 

※対象者に個別通知 
します。 

小児科・歯科診察 
身体計測 
尿検査 
視聴覚検査 
発達相談等 

母と子の相談日 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	容 

9 月 5 日困 

9 月19日困 10 :00--12 :00 各月齢での成長、発 

※19日の午後は i 達、育児、遊び栄養 

電話予約とな
っています。 

13 :00-15 :00 （離乳食等）相談 

11 平成13年 8 月15日 五所川原市役所 公35-2111 



平成13年度製作 

「北の守護神」 

平成11年度製作 

「鬼が来た」 

自
作
の
「
立
倭
武
多

」
を
熱
唱
す
る
吉
幾
三
さ
ん
 

平成12年度製作 

「軍 配」 
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